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山
形
県
は
七
月
二
八
日
か
ら

二
九
日
に
か
け
、
記
録
的
な
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
最
上
川
が
五
三

年
ぶ
り
に
氾
濫
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
を
う
け
ま
し
た
。
県
は
、

農
林
水
産
関
係
と
県
管
理
の
道

路
・
河
川
関
係
の
合
計
被
害
額

が
約
二
七
七
億
円
に
な
り
（
八

月
一
七
日
現
在
）
、
県
内
で
発

生
し
た
風
水
害
被
害
額
で
は
過

去
最
高
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
震
災
・
原
発
事
故
避
難
者

の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談
会
」

実
行
委
員
会
（
外
塚
功
実
行
委

員
長
）
は
七
月
一
八
日
、
山
形

市
内
で
山
形
県
豪
雨
災
害
被
災

者
救
援
の
街
頭
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
各

団
体
か
ら
十
一
名
が
参
加
し
、

募
金
箱
を
手
に
、
「
山
形
県
で

起
こ
っ
た
豪
雨
災
害
で
被
災
さ

れ
た
み
な
さ
ん
に
募
金
の
協
力

を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
同

最低賃金答申に異議申出
県労連と県医労連が連名で提出

　
山
形
地

方
最
低
賃

金
審
議
会

は
八
月
七

日
、
山
形

労
働
局
の

河
西
直
人

局
長
に
対

し
、
二
〇

二
〇
年
度

の
県
最
低

賃
金
を
三

円
引
き
上

げ
て
七
九

三
円
と
す

る
こ
と
を

答
申
し
ま

し
た
。

　
答
申
を

う
け
、
七

月
二
十
一

日
、
県
労

連
の
勝
見

忍
議
長
と

佐
藤
完
治

事
務
局
長
、

県
医
労
連

の
上
田
潤

審
議
会
　  

に
決
定
　
異
議
却
下

書
記
長
は
河
西
直
人
山
形
労
働

局
長
宛
に
、
県
労
連
の
勝
見
議

長
お
よ
び
県
医
労
連
の
渡
辺
勇

仁
委
員
長
の
連
名
に
よ
る
「
二

〇
二
〇
年
山
形
県
最
低
賃
金
額

改
定
答
申
に
対
す
る
異
議
申
出

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
異
議
申
出
書
で
は
、
中
央
審

議
会
が
目
安
を
示
さ
な
い
と
い

う
異
例
の
事
態
に
あ
っ
て
、
三

円
の
引
き
上
げ
を
答
申
し
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
と
し
な
が
ら

も
、
七
九

三
円
で
は

き
わ
め
て

不
十
分
で

あ
り
、
再

審
議
を
求

め
る
と
し

て
い
ま
す

（
異
議
申

出
の
概
要

は
裏
面
に

掲
載
）
。

そ
の
う
え

で
、
最
賃

は
生
計
費

を
第
一
に

し
て
決
定
す
べ
き
こ
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
奮
闘
し
た
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
苦
労
に
報
い

て
い
な
い
こ
と
、
医
療
・
介
護

は
全
国
一
律
の
報
酬
制
度
で
あ

る
の
に
、
賃
金
水
準
は
地
域
に

よ
っ
て
格
差
が
あ
る
こ
と
、
中

小
企
業
支
援
を
抜
本
的
に
拡
充

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　
審
議
会
で
は
、
十
分
に
審
議

は
尽
く
さ
れ
た
と
し
異
議
を
却

下
し
ま
し
た
。

一
方
、
労
働
者

側
か
ら
「
最
賃

の
め
ざ
す
べ
き

水
準
や
方
向
性

は
同
じ
考
え
だ
」

使
用
者
側
か
ら

「
中
小
企
業
支

援
や
社
会
保
険

料
減
免
な
ど
は

同
意
見
だ
」
な

ど
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　
新
し
い
最
低

賃
金
は
一
〇
月

三
日
か
ら
効
力

を
発
し
ま
す
。

全
国
一
律
・
一

五
〇
〇
円
を
め

ざ
し
、
引
き
続

き
運
動
を
前
進

さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
全
労
連
第
三
〇
回
定
期
大
会

が
七
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日
の

二
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
方

針
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
克
服
し
、
安
倍
改
憲
を
止
め
、

憲
法
が
生
き
る
社
会
を
」
な
ど

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
大
会

二
日
目
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
形
県
労
連
か
ら
、
勝
見
議

長
と
佐
藤
完
治
事
務
局
長
が
代

議
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
一
日
目
に
勝
見
議
長
が

「
労
働
組
合
の
社
会
的
影
響
力

を
拡
大
し
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
し

い
社
会
の
実
現
を
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
昨
年
の
参
院
選
の
た

た
か
い
や
最
賃
闘
争
な
ど
で
大

き
く
共
同
を
広
げ
、
社
会
的
影

響
力
を
発
揮
し
て
き
た
経
験
な

ど
を
発
言
し
ま
し
た
。

　
新
役
員
と
し
て
、
議
長
に
小

畑
雅
子
氏
、
事
務
局
長
に
黒
澤

幸
一
氏
な
ど
を
選
出
し
ま
し
た
。

実
行
委
の
勝
見
事
務
局
長
は
、

被
害
が
県
内
全
域
に
及
ん
だ
と

報
告
。
「
毎
年
の
よ
う
に
大
き

な
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。

国
や
県
に
対
し
て
大
規
模
な
対

策
を
求
め
る
と
同
時
に
、
一
人

一
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
、
被
災
者
が
一
刻
も
早
く

元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

山形県全域に記録的豪雨
被災者救援へ街頭募金活動

全
労
連
第
三
〇
回
定
期
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

勝
見
議
長
、
佐
藤
事
務
局
長
が
代
議
員
出
席

３円引き上げでは生活できぬ！
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「
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
県
民
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
や
ま

が
た
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
八

月
八
日
、
全
国
い
っ
せ
い
の

「
な
ん
で
も
電
話
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
四
一
都
道
府

県
・
七
二
会
場
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
件
数
は
二
一
六
件
で
し
た
。

分
野
別
で
は
、
労
働
問
題
が
六

九
件
、
生
活
保
護
に
関
す
る
相

談
が
二
八
件
、
給
付
・
助
成
金

に
関
す
る
相
談
が
五
六
件
で
し

た
。
山
形
会
場
で
は
相
談
件
数

が
一
件
の
み
で
、
全
国
で
は
〇

件
の
地
方
も
あ
り
、
事
前
の
広

報
を
ど
う
強
化
す
る
か
な
ど
検

討
が
必
要
で
す
。

　
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

解
雇
・
雇
止
め
、
営
業
困
難
、

生
活
保
護
、
国
等
の
給
付
金
な

ど
の
支
援
制
度
の
活
用
等
々
に

関
す
る
相
談
に
引
続
き
対
応
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
七
五
年

前
の
広
島
、

長
崎
で
人

類
の
頭
上

に
初
め
て

原
子
爆
弾

が
投
下
さ

れ
た
八
月

六
日
と
九

日
、
「
唯

一
の
被
爆

国
日
本
が

核
兵
器
禁

止
条
約
を

批
准
し
、

核
兵
器
廃

絶
の
先
頭

に
立
て
」

と
全
国
各

地
で
署
名

行
動
や
ス

タ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど

「
平
和
の
波
」
行
動

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
山
形
で
は
原
水
爆

禁
止
山
形
県
協
議
会

が
六
日
は
午
前
八
時

か
ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
署
名
行
動
、
九

日
は
お
昼
に
署
名
宣

伝
行
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
県
労
連
の

勝
見
議
長
な
ど
が
マ

イ
ク
を
握
り
、
「
世
界
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
困
難
な
事
態
に

直
面
し
て
い
る
。
力
を
合
わ
せ

て
こ
の
危
機
を
克
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
核
兵
器
大
国
が

い
が
み
合
っ
て
い
る
場
合
で
は

な
い
。
今
こ
そ
軍
事
費
削
減
と

核
兵
器
廃
絶
を
実
現
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
工

事
現
場
に
向
か
う
ヘ
ル
メ
ッ
ト

姿
の
労
働
者
は
「
核
兵
器
増
強

被 爆
７５年 日本政府は核兵器禁止条約を批准せよ！

な
ど
あ
り
え
な
い
、

廃
止
す
べ
き
だ
」

と
き
っ
ぱ
り
述
べ
、

署
名
し
ま
し
た
。

　
七
〇
代
の
男
性

も
「
安
倍
首
相
は

率
先
し
て
核
兵
器

禁
止
条
約
に
賛
成

す
べ
き
だ
」
と
署

名
し
ま
し
た
。

全国いっせいコロナ災害を乗り越える
なんでも電話相談会を開催

と
自
動
車
共
済
を
セ
ッ
ト
に
し

た
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
動
車
共
済
で
は
、
こ
の
間

の
拡
大
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
組
合
へ
の
還
元
金
を

生
み
出
す
た
め
に
も
、
次
期
総

会
ま
で
に
一
〇
〇
台
の
契
約
台

数
を
め
ざ
し
て
拡
大
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

共
済
拡
大
を
前
進
さ
せ
よ
う

県
労
連
共
済
会
総
会
開
く

　
山
形
県
労
連
共
済
会
第
一
〇

回
総
会
が
八
月
十
二
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
七
月
一
日
か
ら

自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
や
、
大
規
模
自
然
災

害
で
一
般
火
災
保
険
料
の
値
上

げ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
火
災
共
済
お
よ
び
自
転

車
事
故
の
補
償
が
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
「
個
人
賠
償
責
任
保
険
」

県最低賃金７９３円答申への異議申出の概要を紹介します
1.　山形県最低賃金額を３円引き上げ、793円とするとした答申については不十分である。

①最低賃金の地域間格差の解消、全国一律最低賃金制などを展望し、コロナ禍の中で国民生活を支
　えるエッセンシャルワーカーなどの低賃金の打開のため、県最賃を生計維持にふさわしく引き上
　げること。
②「2020年までに平均1,000円、最低でも800円に」の雇用戦略対話の目標達成に向け、早急
　に1,000円に到達できる改正を行うこと。

2.　厚労省および中央審議会に対し、格差を前提とする現行のランク制度の廃止と全国一律制度への移
　　行を求める意見を送付すること。

3.　政府・厚労省等に対して、社会保険料の事業主負担の軽減等、中小企業・小規模事業者への効果的
　　支援策の抜本拡充を求める意見を送付すること。

4.　最低賃金法第9条2項にある「通常の事業の支払い能力」の撤廃を内容とする同法の改正を求める意
　　見を送付すること。

5.　審議会は、専門部会も含めて全面公開すること。本審議会において生活できる最賃額はいくらであ
　　るべきかを検討すべきであると、繰り返し指摘された。そもそも、審議会は「生活できる最賃額」
　　を議論すべき場であると考えているのか否か、すべての委員の責任ある意見を公開すること。

広島・長崎の日に「平和の波」行動


